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議
現
在（
３
月
27
日
）の
団
員
数

を
教
え
て
く
だ
さ
い

土
子団

長
大
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
平

成
２
年
９
月
に
設
立
さ
れ
、

現
在
６
年
生
が
卒
団
し
た
状
態
で
、

団
員
数
は
16
名
で
す
。

國
井監

督
鹿
島
ベ
ア
ー
ズ
は
平
成
11

年
４
月
設
立
で
、
現
在
12

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

両
監
督
野
球
人
口
の
減
少
が
今
後

の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

議
軟
式
野
球
の
魅
力
と
は
？

國
井監

督
ボ
ー
ル
が
硬
式
と
比
べ
て

柔
ら
か
い
の
で
、ぶ
つ
か
っ

て
も
ケ
ガ
を
し
に
く
い
。
ま
た
、
投

手
の
変
化
球
が
禁
止
な
の
で
、
肩
や

ひ
じ
な
ど
の
故
障
の
不
安
も
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
校
野
球

と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ル
で
プ
レ
ー
で
き

る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

土
子団

長
軟
式
野
球
に
限
ら
れ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

団
体
競
技
の
中
で
思
い
や
り
や
、
助

け
合
い
の
精
神
を
育
め
る
こ
と
も
魅

力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

議
指
導
す
る
上
で
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
苦
労

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
？

土
子団

長
野
球
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

人
と
し
て
の
礼
儀
作
法
や

自
主
性
、
自
立
心
も
指
導
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

と
言
え
る
よ
う
な
子
に
な
っ
て
ほ
し

い
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
伝
え
る
べ

き
か
な
ど
考
え
な
が
ら
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
小
学
生
は
年
齢
差
が
大
き

い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
に
分
か

り
や
す
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
た
指

導
を
す
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

國
井監

督
失
敗
よ
り
も
成
功
を
数
多

く
経
験
で
き
る
よ
う
な
指

導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今

は
団
員
数
も
少
な
く
紅
白
戦
な
ど
も

で
き
な
い
状
態
な
の
で
、
ど
ち
ら
の

経
験
も
試
合
を
通
じ
て
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
残
念
で
す
。そ

し
て
や
は
り
、野
球
が
で
き
る
こ
と
に

対
す
る
保
護
者
や
関
係
者
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
の
で
、
常
に
意
識
さ
せ
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

議
当
面
の
目
標
は
？

國
井監

督
５
つ
あ
る
県
大
会
の
い
ず

れ
か
に
は
出
場
し
た
い
。

で
き
れ
ば
、
全
国
大
会
ま
で
設
定
さ

れ
て
い
る
高
円
宮
賜
杯
全
日
本
学
童

軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
鹿
行
地
区
予
選
を

勝
ち
抜
き
、
県
大
会
に
出
場
し
た
い

で
す
。 

土
子団

長
や
は
り
、
小
学
生
た
ち
の

甲
子
園
大
会
と
も
い
わ
れ

て
い
る
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
の
県
大
会
出
場
を
、
第
一
の
目

標
と
し
て
い
ま
す
！

軟
式
野
球
×
市
議
会

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
学
校
や
家
庭
で
は
経
験
で
き
な
い
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
。
今
回
は
、

そ
れ
ぞ
れ
切
磋
琢
磨
し
、
練
習
に
励
む
大
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の

土
子
団
長
と
鹿
島
ベ
ア
ー
ズ
の
國
井
監
督
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

感謝の気持ちを大切に、助け合いの精神を育む

特集
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議
指
導
を
し
て
い
て

嬉
し
く
感
じ
る
こ
と
は
？

土
子団

長
そ
れ
ぞ
れ
が
成
長
し
て
、

徐
々
に
勝
て
る
チ
ー
ム
に

な
っ
て
く
る
と
や
は
り
嬉
し
い
で
す
が
、

キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心
に
一
丸
と
な
っ
て

い
る
そ
の
瞬
間
ご
と
の
チ
ー
ム
の
姿
を

見
る
時
が
一
番
嬉
し
い
で
す
ね
。

國
井監

督
や
は
り
、
チ
ー
ム
が
勝
つ

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
嬉
し
い

の
で
す
が
、
卒
団
し
て
い
っ
た
先
輩

た
ち
が
練
習
に
顔
を
出
し
て
く
れ
る

こ
と
も
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
今

ま
で
の
指
導
が
間
違
い
じ
ゃ
な
か
っ

た
と
思
え
る
瞬
間
で
す
。

議
鹿
嶋
市
に
望
む
こ
と
は
？

土
子団

長
野
球
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
、

例
え
ば
地
域
ご
と
の
子
ど
も
た
ち
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
再
開
す
る
な

ど
、
野
球
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取

組
み
や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
す

る
補
助
金
も
増
や
し
て
い
た
だ
け
る

と
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、
野
球
合
宿

が
で
き
る
よ
う
な
宿
泊
施
設
が
も
っ

と
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
。

國
井監

督
子
ど
も
た
ち
は
複
数
の
小

学
校
区
か
ら
参
加
し
て
い

る
の
で
、
練
習
試
合
等
の
日
程
を
組

む
と
き
に
、
休
日
の
学
校
行
事
の
日

時
が
各
学
校
で
バ
ラ
バ
ラ
だ
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
の
が
難
し
い
と

き
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
ご
と
に
独

自
に
決
め
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
授
業
参
観
な
ど
休
日
学
校
行
事

の
足
並
み
を
揃
え
て
い
た
だ
け
る
と
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
や
り
や
す
い

の
で
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

議
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

感謝の気持ちを大切に、助け合いの精神を育む

土
つ ち こ

子さん　 090-3094-1681

申し込み・問い合わせ

活動日： 土・日・祝日（8:30～16:30）
場　所：はまなす公園球場
対　象：小学生男女（1～6年生）

福
ふ く だ

田さん　 090-8592-2005

申し込み・問い合わせ

活動日： 土・日曜日（9:00～16:30）
場　所：北海浜多目的球技場
対　象：小学生男女（1～6年生）

大野ファイターズ 鹿島ベアーズ

団
員
募
集

団
員
募
集
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

市長から提出された議案　34件

議 案 第 １ 号 令和３年度鹿嶋市一般会計予算 歳入歳出予算の総額を236億2,000万円とするもの。 原案可決

議 案 第 ２ 号 令和３年度鹿嶋市国民健康保険特別
会計予算

歳入歳出予算の総額を69億9,291万7千円とするもの。歳
入としては、国民健康保険税14億6,073万3千円、国庫支
出金126万2千円、県支出金50億7,183万円、繰入金3億
9,598万円、諸収入他6,311万2千円。歳出としては、総
務費4,584万6千円、保険給付費50億7,449万1千円、国
民健康保険事業費納付金17億8,435万4千円、保健事業費
6,271万4千円などを計上。

原案可決

議 案 第 ３ 号 令和３年度鹿嶋市後期高齢者医療特
別会計予算

歳入歳出予算の総額を8億1,732万5千円とするもの。歳
入としては、後期高齢者医療保険料6億4,157万4千円、
使用料及び手数料1万円、繰入金1億7,339万1千円、繰越
金50万円、諸収入185万円。歳出としては、後期高齢者
医療広域連合納付金8億1,576万5千円などを計上。

原案可決

議 案 第 ４ 号 令和３年度鹿嶋市介護保険特別会計
予算

歳入歳出予算の総額を44億1,634万4千円とするもの。歳
入の主なものとしては、介護保険料11億5,413万4千円、
国庫支出金8億5,691万円、支払基金交付金11億2,710万
8千円、県支出金6億2,753万1千円、繰入金6億5,028万8
千円。歳出としては、総務費4,747万1千円、保険給付費
40億2,594万円、地域支援事業費2億6,275万4千円、積
立金7,596万7千円などを計上。

原案可決

議 案 第 ５ 号
令和３年度鹿島臨海都市計画事業鹿
嶋市平井東部土地区画整理事業特別
会計予算

歳入歳出予算の総額を1億2,300万円とするもの。歳入と
しては、分担金及び負担金7,643万9千円、使用料及び手
数料2千円、財産収入25万8千円、繰入金4,530万円、前
年度繰越金100万円など。歳出としては、都市計画費1億
2,157万5千円などを計上。

原案可決

議 案 第 ６ 号 令和３年度鹿嶋市農業集落排水特別
会計予算

歳入歳出予算の総額を7,304万4千円とするもの。歳入の
主なものとしては、使用料及び手数料1,986万8千円、一
般会計繰入金4,944万4千円、前年度繰越金300万円、県
支出金70万円。歳出としては、農業集落排水費3,811万9
千円、公債費3,392万5千円、予備費100万円を計上。

原案可決

議 案 第 ７ 号 令和３年度鹿嶋市墓地特別会計予算
歳入歳出予算の総額を1,115万4千円とするもの。歳入と
しては、使用料及び手数料645万4千円、繰越金470万円。
歳出としては、墓地管理費536万7千円、基金積立金5,587
千円、予備費20万円を計上。

原案可決

議 案 第 ８ 号 令和３年度鹿嶋市公共料金等集合支
払特別会計予算

歳入歳出予算の総額を2億4,600万円とするもの。歳入と
しては、繰替金収入2億4,600万円。歳出としては、需用
費（光熱水費）2億1,800万円、役務費（電話料）2,800万
円を計上。

原案可決

議 案 第 ９ 号 令和３年度鹿嶋市下水道事業会計予
算

収益的収入及び支出について、収入として総額14億7,173
万6千円、支出として総額14億3,385万3千円を計上。資
本的収入及び支出について、収入として総額5億5,296万
円、支出として総額10億2,935万5千円を計上。

原案可決

議 案 第 10 号 令和３年度鹿嶋市水道事業会計予算
収益的収入及び支出について、収入として総額17億5,675
万9千円、支出として総額17億2,593万1千円を計上。資
本的収入及び支出について、収入として総額2億3,020万
4千円、支出として総額9億818万5千円を計上。

原案可決

議 案 第 11 号 令和２年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第14号）

歳入歳出それぞれ4,802万9千円を減額し、総額337億8,431
万3千円とするもの。歳入の主なものとしては、法人市
民税の減、市たばこ税の減、地方消費税交付金の減、国
庫支出金の減、財政調整基金繰入金の減、東日本大震災
復興基金繰入金の増、給食費の減などによる諸収入の減、
減収補てん債の皆増などによる市債の増など。歳出の主
なものとしては、財政事務経費の増、特別定額給付金給
付事業の減、教育・保育施設入所支援事業の減、児童手
当等経費の減、平井東部土地区画整理事業特別会計繰出
金の増、鹿島地方事務組合消防事業経費の減、小学校大
規模改造事業の増など。

原案可決

議 案 第 12 号 令和２年度鹿嶋市国民健康保険特別
会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ42万4千円を追加し、総額74億5,338
万8千円とするもの。歳入としては、財産収入の増、繰越
金の増。歳出としては、国民健康保険事業費納付金の増、
積立金の増。

原案可決

討論は
 7 ページ

３月
議会

こんなことが決まりました !
　２月26日～３月24日の27日間、令和３年第１回定例会が開催されました。
市長から提出された34件の議案や、議会へ提出されている１件の陳情、委員
会や議員から提出された３件の議案を審議しました。議決結果は次のとおり
です。

審査は
12 ページ

議案
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

議 案 第 13 号 令和２年度鹿嶋市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ4,308万2千円を追加し、総額8億2,861
万8千円とするもの。歳入としては、後期高齢者医療保険
料の増。歳出としては、後期高齢者医療広域連合納付金
の増。

原案可決

議 案 第 14 号 令和２年度鹿嶋市介護保険特別会計
補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ4,624万5千円を追加し、総額45億9,723
万4千円とするもの。歳入としては、国庫支出金の増、財
産収入の増、繰入金の増、支払基金交付金の減、県支出
金の減。歳出としては、積立金の増、総務費の減、保険
給付費の減。

原案可決

議 案 第 15 号
令和２年度鹿島臨海都市計画事業鹿
嶋市平井東部土地区画整理事業特別
会計補正予算（第２号）

既定の歳入歳出予算総額に増減はないが、歳入として、
保留地処分金7,800万円を減額し、一般会計繰入金5,339
万5千円、前年度繰越金2,460万5千円を見込むもの。歳
出としては、負担金、補助及び交付金158万4千円を計上し、
補償、補填及び賠償金158万4千円を減額。

原案可決

議 案 第 16 号 令和２年度鹿嶋市農業集落排水特別
会計補正予算（第１号）

繰越明許費の補正について、繰越明許費に農業集落排水
費を設定。 原案可決

議 案 第 17 号 令和２年度鹿嶋市下水道事業会計補
正予算（第３号）

収益的収支について、収入予算総額に、営業外収益を追
加し、総額14億9,510万9千円とするもの。支出としては、
支出予算総額から、営業費用を減額し、総額14億3,573万
4千円とするもの。資本的収支について、収入予算総額か
ら、企業債を減額し、国庫補助金、負担金及び分担金を
追加し、総額5億9,684万2千円とするもの。支出として
は、支出総額から、建設改良費、固定資産購入費を減額し、
総額10億8,163万4千円とするもの。

原案可決

議 案 第 18 号 鹿嶋市工場立地法地域準則条例
認定復興推進計画（茨城産業再生特区計画）が令和３年
３月末日をもって終了することに伴い、当該計画の終了後
においても緑地率については引き続き緩和措置を講ずる
ため、工場立地法の規定に基づき制定するもの。

原案可決

議 案 第 19 号 鹿嶋市固定資産評価審査委員会条例
の一部を改正する条例

押印を求める手続の見直し等を行うため、条例の一部を
改正するもの。 原案可決

議 案 第 20 号

鹿嶋市職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例及び鹿嶋市企業職員の給与の
種類及び基準に関する条例の一部を改
正する条例

職員が不妊治療と仕事を両立させながら働き続けること
のできる環境を整備するため、関連する条例の一部を改
正するもの。

原案可決

議 案 第 21 号
鹿嶋市土砂等による土地の埋立て、
盛土及びたい積の規制に関する条例
の一部を改正する条例

許可の基準に適合しない事業に対し迅速な指導を行うこ
とができるようにするとともに、事業者に係る欠格要件の
見直し等を行うため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 22 号

鹿嶋市が設置する一般廃棄物処理施
設に係る生活環境影響調査結果の縦
覧等の手続に関する条例の一部を改
正する条例

非常災害により生じた廃棄物を処理する施設を設置する
際に実施する生活環境影響調査結果の縦覧に係る規定を
整備するため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 23 号 鹿嶋市土採取事業規制条例の一部を
改正する条例

使用する用語の定義及び罰則に係る規定の見直し等を行
うため、条例の一部を改正するもの。 原案可決

議 案 第 24 号 鹿嶋市介護保険条例の一部を改正す
る条例

介護保険法の規定に基づく第８期介護保険事業計画の策
定に伴い第１号被保険者の介護保険料を設定するととも
に、同法施行令の改正に伴い所得指標等の見直しを行う
ため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 25 号

鹿嶋市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基
準等を定める条例の一部を改正する
条例

国が定める指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準の改正に伴い、本市における基準
を見直すため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 26 号

鹿嶋市指定地域密着型介護予防サー
ビスの事業の人員、設備及び運営並
びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準等を定める
条例の一部を改正する条例

国が定める指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準の改正に伴い、本市における基準を見直すため、条
例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 27 号

鹿嶋市指定介護予防支援等の事業の
人員及び運営並びに指定介護予防支
援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例

国が定める指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法に関する基準の改正に伴い、本市における基準
を見直すため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 28 号
鹿嶋市指定居宅介護支援等の事業の
人員及び運営に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例

国が定める指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に
関する基準の改正に伴い、本市における基準を見直すた
め、条例の一部を改正するもの。

原案可決

審査は
12 ページ

審査は
12 ページ

審査は
13 ページ
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議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案と
議員（会派）の賛否結果

未来かしま 公明
かしま

日本
共産党 幹　会 無会派

の会

無
所
属

飯
塚
俊
雄

内
田
政
文

根
崎　

彰

池
田
芳
範

坂
本
仙
一

小
池
み
よ
子

栗
林
京
子

小
松
﨑
敏
紀

笹
沼
康
弘

山
口
哲
秀

樋
口
富
士
男

立
原
弘
一

川
井
宏
子

宇
田
一
男

菅
谷　

毅

舛
井
明
宏

河
津　

亨

佐
藤
信
成

田
口　

茂
議案第１号　令和３年度鹿嶋市一般会計
予算 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ × × × × × × × ×
第３号議案　議案第１号令和３年度鹿嶋
市一般会計予算に対する附帯決議 × × × × × × × × × × × ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

議 案 第 29 号 鹿嶋市水道事業給水条例の一部を改
正する条例

押印を求める手続の見直しを行うため、条例の一部を改
正するもの。 原案可決

議 案 第 30 号 字の区域及び名称の変更について
平井東部土地区画整理事業の施行に伴い、字の区域及び
名称を変更する必要が生じたため、地方自治法の規定に
基づき、議会の議決を求めるもの。

原案可決

議 案 第 31 号 市道路線の認定について
宮中一丁目地内における都市再生整備計画事業に基づく
道路１路線及び鉢形地内の開発行為に伴い帰属された道
路４路線を認定するもの。

原案可決

議 案 第 32 号 市道路線の変更について 路線の一部が一般交通の用に供されていない市道8013号
線の終点を変更するもの。 原案可決

議 案 第 33 号 令和２年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第15号）

歳入歳出それぞれ5億1,333万2千円を追加し、総額342
億9,764万5千円とするもの。歳入としては、学校施設環
境改善交付金の増、財政調整基金繰入金の増、義務教育
債の増。歳出としては、小学校大規模改造事業の増。

原案可決

報 告 第 １ 号 専決処分について（令和２年度鹿嶋
市一般会計補正予算（第13号）)

歳入歳出それぞれ8,491万7千円を追加し、総額338億3,234
万2千円とする補正予算について、地方自治法の規定によ
り専決処分を行ったため議会の承認を求めるもの。歳入
としては、新型コロナウイルスワクチン接種対策費及び接
種体制確保事業費、財政調整基金繰入金。歳出としては、
新型コロナウイルスワクチン接種経費、新型コロナウイル
ス感染症対策協力金など。

原案承認

議会へ提出された陳情　１件

令 和 ３ 年
陳 情 第 １ 号

人生百年時代におけるシルバー人材
センターの決意と支援の要望

令和３年度のシルバー人材センター事業の推進のために
必要なセンターに対する国の補助金と同額以上の補助金
の確保、センターに対する公共からの事業発注の確保に
ついて、強く要望するもの。また、令和５年10月に導入
予定の消費税における「適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）」について、センター事業に及ぼす影響が極め
て大きいことから、安定的な事業運営が可能となる措置
を要望するもの。

採　　択

委員会から提出された議案　１件

第 １ 号 議 案 鹿嶋市議会会議規則の一部を改正す
る規則

本会議や委員会への欠席事由として、産前・産後の期間
に配慮するとともに、育児や介護等についても明文化を
するもの。また、請願者に対し提出時に求めている署名押
印を署名又は記名押印に改め、併せて、請願者が法人の
場合の条文について、規定の整備を行うもの。
　　　　　　　　　　　　　　　提出：議会運営委員会

原案可決

議員から提出された議案　２件

第 ２ 号 議 案

新型コロナウイルス感染症に関する
差別や偏見、誹謗中傷をなくし、市
民の笑顔あふれるまちを実現するた
めの決議

感染症に関する差別や偏見、誹謗中傷などを絶対に許さ
ず、全ての市民が互いの人権を尊重し、安心して笑顔溢れ
る暮らしが送れるよう決議するもの。
　　　　　　　　　　　　　　　提出者：内田政文議員

原案可決

第 ３ 号 議 案 議案第１号令和３年度鹿嶋市一般会
計予算に対する附帯決議

令和３年度一般会計予算の執行にあたり、「政策的事業に
ついては、執行時期を遅らせ、鹿嶋市の財政状況を見極め、
慎重に行うこと」、「子育て支援センターの整備計画をはじ
め、将来負担が増える計画について、市民との合意形成を
図り進めること」を強く求めるもの。
　　　　　　　　　　　　　　　提出者：宇田一男議員

否　　決

新
年
度
予
算
案
や
新
年
度
予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議
に
つ
い
て
審
議

※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－

審査は
13 ページ

審査は
13 ページ

審査は
13 ページ

審査は
12 ページ

全文は
25 ページ

討論は
8 ページ
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■
議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度
鹿
嶋
市
一

般
会
計
予
算

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
市
税
は
前

年
度
比
５
・
７
％
減
の
１
０
７
億
８
７
８
７

万
円
、
法
人
事
業
税
交
付
金
は
前
年
度
比

皆
増
の
５
６
３
８
万
円
、
地
方
特
例
交
付

金
は
前
年
度
比
56
・
９
％
減
の
６
１
０
６

万
９
千
円
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
90
・

４
％
増
の
18
億
１
３
０
４
万
３
千
円
、
国

庫
支
出
金
は
前
年
度
比
５
・
６
％
増
の
40

億
７
３
３
９
万
３
千
円
、
県
支
出
金
は
前

年
度
比
７
・
９
％
減
の
18
億
６
１
４
６
万

１
千
円
、
繰
入
金
は
前
年
度
比
５
・
１
％

増
の
５
億
３
５
９
１
万
４
千
円
、
諸
収
入

は
前
年
度
比
２
・
８
％
減
の
６
億
１
３
７
３

万
円
、
市
債
は
前
年
度
比
３
・
９
％
増
の

11
億
８
８
８
０
万
円
。
歳
出
の
主
な
も
の

と
し
て
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
か

ら
な
る
義
務
的
経
費
は
前
年
度
比
０
・
８
％

減
の
１
２
４
億
２
８
４
８
万
９
千
円
、
普
通

建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧
費
か
ら
な
る
投

資
的
経
費
は
前
年
度
比
８
・
０
％
減
の
14

億
５
６
６
万
６
千
円
、
物
件
費
や
補
助
費

等
の
そ
の
他
の
経
費
は
前
年
度
比
５
・
５
％

増
の
97
億
８
５
８
４
万
５
千
円
を
計
上
。

反対

川
井
宏
子 

議
員

　

総
務
生
活
委
員
会
で
、
財
政
難
の
今

着
工
す
べ
き
か
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
体
で
の
議
論
が
な
さ
れ
て

い
な
い
予
算
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
凍
結

し
、
そ
の
分
の
予
算
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
回

す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
生
活
の
不
安
を
よ

そ
に
巨
額
の
税
金
が
使
わ
れ
審
議
も
さ
れ

ず
強
行
。
市
民
に
説
明
が
な
い
ま
ま
進
む

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
の
計
画
が
含

ま
れ
る
予
算
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
ま
た
、
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
計
画

の
撤
回
と
再
構
築
を
強
く
求
め
、
反
対
と

す
る
。

賛成

内
田
政
文 

議
員

　

こ
れ
ま
で
鉄
鋼
業
に
か
な
り
の
ウ
エ
イ

ト
で
頼
り
、
新
た
な
産
業
の
確
立
が
遅

れ
て
き
た
こ
と
は
反
省
す
べ
き
点
で
は
あ

る
が
、
こ
こ
は
守
り
に
入
る
の
で
は
な
く
、

次
を
見
据
え
て
攻
め
の
施
策
展
開
を
図
る

べ
き
で
あ
る
と
も
考
え
る
。
国
の
補
助
金

を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
し
て
お
り
、
今

後
の
設
計
や
整
備
、
運
営
面
で
も
無
駄

を
省
く
な
ど
、
極
力
注
意
し
て
も
ら
い
な

が
ら
観
光
地
鹿
嶋
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
鹿
嶋
市
を
目

指
し
て
事
業
展
開
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
、
賛
成
と
す
る
。

反対

舛
井
明
宏 

議
員

　

中
心
市
街
地
活
性
化
関
連
予
算
に
つ
い

て
市
民
の
参
画
と
理
解
を
得
る
た
め
の
議

論
が
不
十
分
で
あ
る
。
特
に
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
建
設
の
基
本
構
想

す
ら
も
作
成
せ
ず
に
現
状
と
は
異
な
る
場

所
に
建
設
地
の
み
決
定
し
、
事
業
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
利
用
す
る
の
は
市
民

で
あ
り
、
建
設
費
も
税
金
で
賄
う
。
国
の

補
助
期
限
の
延
長
等
を
要
望
し
て
で
も
市

民
と
の
議
論
を
深
め
る
べ
き
。
ま
ず
は
立

ち
止
ま
っ
て
今
ま
で
の
総
括
と
今
後
に
つ

い
て
市
民
と
と
も
に
議
論
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

賛成

笹
沼
康
弘 

議
員

　

今
回
の
予
算
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
起

こ
る
で
あ
ろ
う
災
害
対
策
へ
の
準
備
、
そ

し
て
未
来
の
鹿
嶋
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
投

資
と
も
言
え
る
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
と
郷
土
愛
の
醸

成
へ
の
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
。
中
心
市

街
地
活
性
化
計
画
に
つ
い
て
は
補
助
金
等

を
活
用
し
、
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果

が
図
れ
る
、
こ
れ
ま
で
の
鹿
嶋
市
行
政
の

中
で
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
今
こ
こ
に
あ
る

と
考
え
、
賛
成
と
す
る
。

…
…
…
…
…
次
の
ペ
ー
ジ
へ 

…
…
…
…
…

討 論討 論

新
年
度
予
算
案
や
新
年
度
予
算
に
対
す
る

附
帯
決
議
に
つ
い
て
審
議

議事録が完成され次第、鹿嶋市議会ホームページ
の会議録検索システムで検索することができます。

➡

討
論
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反対

宇
田
一
男 

議
員

　

当
初
予
算
編
成
方
針
の
課
題
は
未
達

成
の
ま
ま
、
従
来
ど
お
り
の
予
算
規
模
、

事
業
内
容
、
組
織
で
仕
事
を
進
め
た
と
こ

ろ
で
近
い
将
来
行
政
運
営
が
行
き
詰
ま
る

こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
緊
急

性
の
低
い
事
業
や
市
長
公
約
を
は
じ
め
と

し
た
政
策
的
経
費
は
縮
減
し
な
が
ら
、
こ

の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
財
源
な
き
と
こ
ろ
政
策

な
し
。
急
激
に
地
域
経
済
環
境
も
変
わ
る

中
、
身
の
丈
に
合
っ
た
予
算
編
成
と
財
政

運
営
に
舵
を
切
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
と

す
る
。

賛成

小
松
﨑
敏
紀 

議
員

　

本
予
算
案
に
は
、
今
後
市
民
生
活
に
関

し
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
事
業

が
多
く
あ
る
。
令
和
６
年
度
に
稼
働
予
定

の
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る

事
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
に
と
っ
て
重
要
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
す
る
事
業
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整

備
等
に
関
す
る
事
業
、
本
年
度
予
定
さ
れ

て
い
る
衆
議
院
議
員
選
挙
や
茨
城
県
知
事

選
挙
に
関
す
る
事
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
必

要
な
予
算
づ
け
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
鹿
嶋
市
を
考
え
た
上
で
重
要
で
速
や

か
に
推
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

賛
成
と
す
る
。

反対

佐
藤
信
成 

議
員

　

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
関
連
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
日
本
製
鉄
に

お
け
る
高
炉
の
停
止
が
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
見
直
す
様
子
が
な
い
。
歴
史
資
料

館
を
造
る
と
お
金
を
落
と
す
人
が
増
え

る
と
言
う
が
、
幾
ら
増
え
る
の
か
に
つ
い

て
も
明
言
は
な
い
。
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て
、
お
も
て
な
し
が
理
由
で
億
単
位
の
事

業
を
進
め
て
よ
い
の
か
。
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
利
用
者
の
方
々
は
、
買
物
や
食
事

を
目
的
に
訪
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
利

用
者
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
、
立
地
す
る

場
所
を
選
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
や
り
直
す

べ
き
だ
と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

■
第
３
号
議
案　

議
案
第
１
号
令
和
３

年
度
鹿
嶋
市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附

帯
決
議

　

市
財
政
は
、
近
年
、
財
政
調
整
基
金

が
減
少
し
、
財
政
力
を
示
す
指
標
は
、
多

く
の
項
目
で
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
産
業

は
、
高
炉
を
含
む
製
造
ラ
イ
ン
の
停
止
が

発
表
さ
れ
、
市
民
の
間
で
は
、
今
後
の
雇

用
の
不
安
、
事
業
継
続
の
不
安
の
声
が
高

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
回
新

た
に
予
算
計
上
さ
れ
た
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
で

あ
る
一
般
市
民
の
意
見
が
全
く
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
子
育
て
世
代
の
方
々
の

意
見
が
反
映
さ
れ
た
施
設
に
な
る
こ
と
を

望
む
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

を
鑑
み
、
設
置
場
所
・
施
設
規
模
・
内
容

に
つ
い
て
様
々
な
検
討
が
更
に
必
要
で
あ

る
。
そ
の
他
、
宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事

業
に
お
い
て
は
、
大
規
模
な
予
算
執
行
を

伴
う
事
業
が
、
充
分
な
説
明
も
な
く
、
唐

突
に
事
業
化
さ
れ
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
、

将
来
の
財
政
負
担
が
非
常
に
不
安
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
予
算
の
執
行
に
当
た
り
、「
政

策
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
執
行
時
期
を
遅

ら
せ
、
市
財
政
状
況
を
見
極
め
、
慎
重
に

行
う
こ
と
」、「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
整

備
計
画
を
は
じ
め
、
将
来
負
担
が
増
え
る

計
画
に
つ
い
て
、
市
民
と
の
合
意
形
成
を

図
り
進
め
る
こ
と
」
を
強
く
求
め
る
も
の
。

反対

栗
林
京
子 

議
員

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
以
前
か
ら
複
合
施
設
に
は
子
育

て
支
援
施
設
は
入
る
と
い
う
こ
と
で
提
案

を
い
た
だ
い
て
お
り
、
唐
突
に
事
業
化
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
は
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
期
限
付

の
補
助
事
業
で
あ
り
、
遅
ら
せ
る
と
い
う

こ
と
で
約
束
時
期
に
執
行
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
市
は
国
と
の
約
束
を
破
る
こ
と
に

な
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
と
す
る
。

賛成

菅
谷　

毅 

議
員

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、
新
し
い
生
活
様
式
、

脱
炭
素
を
目
指
す
次
世
代
産
業
へ
の
対
応

な
ど
、
企
業
や
行
政
の
最
優
先
課
題
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
中
心
市
街
地

活
性
化
と
い
う
の
は
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
認
識
は
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
、
日

本
製
鉄
の
問
題
な
ど
も
あ
る
た
め
、
一
旦

立
ち
止
ま
っ
て
し
っ
か
り
と
中
身
を
点
検

し
て
、
執
行
に
当
た
っ
て
は
極
め
て
慎
重

に
進
む
べ
き
と
考
え
、
賛
成
と
す
る
。

反対

内
田
政
文 

議
員

　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
位

置
づ
け
た
事
業
に
対
し
、
期
限
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
最
善
策
と
考
え
る
。
こ
れ
ら

の
事
業
は
、
市
の
未
来
に
貢
献
す
る
こ
と

が
推
測
で
き
る
た
め
、
計
画
ど
お
り
に
着

実
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
。
利
用
者
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
に
最
善
の
努

力
を
し
な
が
ら
、
国
庫
の
補
助
金
を
最
大

限
に
利
用
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要

と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

討論
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賛成

河
津　

亨 

議
員

　

歴
史
資
料
館
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
必
要
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
現
在
の
状
況
か
ら
場
所
が
合
っ

て
い
る
の
か
、
予
算
は
そ
れ
で
よ
い
の
か
、

内
容
は
ど
う
な
の
か
、
本
当
に
市
民
が
求

め
て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
さ

れ
る
か
否
か
。
財
政
の
負
担
を
負
う
の
は

未
来
の
子
ど
も
た
ち
。
市
の
将
来
に
大
き

な
不
安
が
襲
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
今
、
目
の
前
の
無
駄
に
目
を
瞑つ
ぶ
る
の

で
は
な
く
、
議
会
が
率
先
し
て
市
民
の
た

め
に
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
、
賛
成
と
す
る
。

賛成

田
口　

茂 

議
員

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
は
大
き
な
財
産
の
糧
と

な
る
企
業
の
変
貌
、
混
乱
を
受
け
止
め
て

少
し
立
ち
止
ま
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
と

考
え
て
い
る
。
今
回
の
提
案
は
、
個
々
各

論
の
問
題
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

激
変
す
る
市
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
、

議
会
も
し
っ
か
り
と
市
長
と
対
峙
し
、
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
市
の
た
め
に
ど
う
活
動

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
こ
の
提
案
の
大
き

な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
以
上
の
理
由

か
ら
、
賛
成
と
す
る
。

反対

山
口
哲
秀 

議
員

　

人
口
減
少
に
対
し
て
交
流
人
口
を
ど
う

や
っ
て
増
や
し
て
い
く
か
、
ま
た
税
収
を

ど
う
増
や
し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て

く
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
時
を
期
せ

ず
し
て
内
閣
府
の
認
定
を
受
け
た
こ
の
中

心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
組
ま
れ
て
い
る

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
、
ま
さ
し
く

攻
め
の
事
業
、
ま
た
未
来
へ
の
投
資
で
市

の
ま
ち
づ
く
り
が
さ
れ
て
い
く
と
期
待
を

し
て
い
る
。
感
染
症
対
策
、
経
済
活
性
化
、

そ
し
て
市
民
の
生
活
を
守
り
、
市
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
適
切
な
予
算
執
行
を
求

め
、
反
対
と
す
る
。

賛成

佐
藤
信
成 

議
員

　

政
策
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
政
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
な
執
行
を
す

る
よ
う
に
と
い
う
内
容
。
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
あ
そ
こ

の
場
所
が
一
番
よ
い
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
こ
で
建
て
れ
ば
よ
い
と
私
も
発
言
を
し

て
い
る
。
何
が
何
で
も
あ
の
場
所
に
反
対

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
足
り
な
い
の

は
利
用
者
の
気
持
ち
で
あ
る
。
市
民
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の

か
、
行
政
や
補
助
金
の
都
合
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
の
か
を
論
点
と
し
た
附

帯
決
議
で
あ
る
と
理
解
し
、
賛
成
と
す
る
。

反対

根
崎　

彰 

議
員

　

附
帯
決
議
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
予
算

決
算
常
任
委
員
会
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
で

提
起
を
し
て
諮
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
。

あ
く
ま
で
も
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を

形
骸
化
し
て
、
本
会
議
に
持
ち
込
ん
で

く
る
よ
う
な
こ
と
は
す
べ
き
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
執
行
部
に
お
い
て
も
予
算

化
し
た
か
ら
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
と
責
任
感

を
持
っ
て
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
と
す

る
。賛成

舛
井
明
宏 

議
員

　

今
回
大
き
く
２
つ
強
く
求
め
て
い
る
い

ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
取
り
止
め
も

し
く
は
凍
結
、
停
止
と
い
う
も
の
を
求
め

て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
慎
重
に
市
民
に

寄
り
添
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
よ
う
な
趣
旨
で
あ
り
、
反
対
す
る
理
由

が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
し
っ
か
り
と
市
民

に
寄
り
添
っ
た
計
画
を
作
り
、
補
助
金
に

つ
い
て
は
国
に
お
願
い
を
し
て
延
期
を
し

て
で
も
よ
り
よ
い
も
の
を
造
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
賛
成
と
す
る
。

反対

小
松
﨑
敏
紀
議
員

　

こ
の
附
帯
決
議
に
関
し
て
は
、
議
員
各

位
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
の
仕
方
、
想
い
が
全
く

異
な
っ
て
い
る
。
令
和
３
年
度
予
算
に
関

す
る
こ
の
よ
う
な
附
帯
決
議
は
、
本
来
で

あ
れ
ば
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
行
う
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
の
未
来
を
本
当

に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
員
が
賛
成
で

き
る
内
容
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
全
員

で
議
論
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
、
反
対
と

す
る
。

賛成

立
原
弘
一 

議
員

　

市
民
が
土
壇
場
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
た
め
緊
急
避
難
的
な
救
済
策
を
予
算
に

大
き
く
盛
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
本
当
は

求
め
ら
れ
て
い
た
。
附
帯
決
議
中
の
「
立

ち
止
ま
る
」
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う

こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
考
え

る
。
今
回
の
予
算
に
対
す
る
主
要
な
反
対

の
理
由
は
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
の
強

行
採
決
で
あ
る
。
予
算
決
算
常
任
委
員
会

で
附
帯
決
議
を
つ
け
て
、
皆
さ
ん
が
賛
成

し
て
予
算
を
通
す
と
い
う
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
以

上
の
理
由
か
ら
賛
成
と
す
る
。
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令和3年度予算

総額414億円 
前年度比＋0.4％

令和３年度会計別予算

413億9,710万8千円
（前年度比1億7,659万5千円の増）

236億2,000万円
　　（前年度比2億8,700万円の増）

　予算決算常任委員会は３月10日及び3月
22日に全体会で、3月15日及び３月16日に
は総務生活・文教厚生・都市経済の３つの分
科会に分かれ、詳細な予算審査を行いました。
　また、各分科会では令和３年度予算で実施
する事業と、令和元年度に実施した事業から
数種の事業を抽出し、予算調査を行いました。
　議会は、令和３年度の一般会計を賛成多数
で可決、特別会計及び企業会計予算を全員賛
成で可決しました。

予算決算常任委員会
─ 令和３年度予算への質疑 ─

市 の 予 算 の 総 額

一般会計の予算額

一般会計  236億2,000万円
特別会計 126億7,978万4千円
国民健康保険 69億 9,291万7千円
後期高齢者医療 8億 1,732万5千円
介護保険 44億 1,634万4千円
平井東部土地区画整理事業 1億 2,300万円
農業集落排水 7,304万4千円
墓地 1,115万4千円
公共料金等集合支払       2億 4,600万円

公営企業会計 50億 9,732万4千円
下水道事業 24億 6,320万8千円
水道事業 26億 3,411万6千円

予算編成方針において、すべての事
業の徹底した見直し、ゼロベースで
の見直しなど、かなり踏み込んだ方

針としているが、具体的に見直した点は。
中心市街地活性化支援事業におけるまちづ
くり鹿嶋株式会社への補助金の廃止、公共
下水道助成事業の補助金の縮小、若年世帯

定住促進助成金を廃止し既存ストック利活用推進事
業の補助金への切り替え、中学生国際交流事業海外
派遣の見送り、各種指定管理料の見直し等を行いな
がら、ひとつひとつの事業を必要性や令和元年度決
算額を加味しながら、過度な予算となっていないか
各課ヒアリングを実施し編成した。

総合計画の見直しが必要
なのではないか。市を取
りまく環境を見据えての

市民に対するメッセージは。
日本製鉄の件については想定
していなかった。市民の皆様
にも大変な影響がある。総合

計画を根本的に見直さなければならな
い。これからの市民の安心安全な暮ら
しのためには、市民・事業者の皆様の
御協力をいただかなければ成り立たな
いと考える。

Q Q

A A

可決可決

予算
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歴史資料館整備事業
2,708万7千円（皆増）

歴史資料館整備のための設計委託
料

公民館施設管理費
4,452万9千円（4,367万3千円減）

はまなす公民館の大規模改造事業
の完了による減など

地域子育て支援センター整備事業
1億8,337万3千円（皆増）

子育て支援センター建設のための
用地取得費や設計委託料など

庁舎管理経費
7,818万円（6,899万5千円減）

非常用自家発電設備設置工事の完
了による減など

新型コロナウイルスワクチン接種経費
２億3,543万2千円（皆増）

ワクチン接種のための会場設営委
託料や個別接種委託料など

教育・保育施設入所支援事業
20億377万8千円（8,313万3千円減）
保育所緊急整備事業費補助金の支
出完了による減など 

中学校大規模改造事業
4,280万1千円（3,679万2千円増）

高松中学校の大規模改造のための
工事設計委託料など　

公害対策経費
1,834万4千円（660万9千円減）

環境基本計画の策定完了による委託料
の減など　

一般廃棄物広域処理事業
8億9,926万4千円（3億4,960万円増）
広域可燃ごみ処理費及び新可燃ご
み処理施設整備費や広域ごみ中継
施設の計画策定など

観光施設管理費
1,147万2千円（1,892万6千円減）

観光サインの作成完了による委託
料の減など　 

既存ストック利活用事業
1,500万円（皆増）

空き家などの取得や解体に対する
補助金

図書館管理経費
1,441万7千円（5,403万7千円減）

中央図書館の大規模改造事業の完
了による減など

新 新 新

新
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

■
議
案
第
23
号　

鹿
嶋
市
土
採
取

事
業
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

今
回
の
改
正
は
、
使
用
す
る
用

語
の
定
義
及
び
罰
則
に
係
る
規
定

の
見
直
し
等
を
行
う
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
問
改
正
に
よ
っ
て
、
期
間
延
長

の
場
合
、
改
め
て
申
請
し
な

く
て
済
む
な
ど
甘
く
な
っ
た
り
し
な

い
の
か
。

答
む
し
ろ
変
更
許
可
の
た
め
の

申
請
を
求
め
る
も
の
。
今
ま

で
は
「
届
出
」
で
よ
か
っ
た
も
の
を

許
可
制
に
し
、
規
制
を
強
化
し
て
い

る
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
20
号
に

つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
33
号　

令
和
２
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
15

号
）問

中
野
東
小
学
校
大
規
模
改

造
工
事
の
外
壁
ア
ス
ベ
ス

ト
除
去
に
つ
い
て
、
外
壁
の
中
に

ア
ス
ベ
ス
ト
が
あ
る
の
で
取
り
除

く
と
い
う
こ
と
か
。

答
塗
料
材
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
塗
料
材
を
剥
離
し
、
そ

の
上
か
ら
塗
装
を
す
る
。

意
見
中
野
東
小
の
大
規
模
改
造

工
事
は
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
高
齢
者
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
２
０
４
０
年
問
題
を
控
え
る

中
、
今
後
の
学
校
施
設
の
改
修
や

統
廃
合
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

　
３
月
８
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和
２
年

度
の
各
会
計
の
補
正
予
算
９
件
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
11
号　

令
和
２
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
14

号
）

　
問
学
生
応
援
便
事
業
に
つ
い

て
、
執
行
率
が
低
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
当
初
の
予
定
の
半
分

も
い
か
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
申
請
率
を
60
％
で
見
込
ん

で
い
た
こ
と
、
学
生
数
を

正
確
に
把
握
す
る
す
べ
が
な
か
っ

た
こ
と
で
、
見
込
み
が
甘
く
な
っ

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
親
御
さ
ん
か
ら
知

ら
せ
て
い
た
だ
き
、
４
６
４
人
の

実
績
と
な
っ
た
。

意
見
次
回
以
降
、
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
や
る
と
き
は
、
ど

う
し
た
ら
効
果
的
に
事
業
が
市
民

の
方
に
届
く
の
か
、
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
７
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た

主
な
質
疑
と
討
論

■
議
案
第
20
号　

鹿
嶋
市
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
及
び
鹿
嶋
市
企
業
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
が
不
妊
治
療
と
仕
事
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
働
き
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

関
連
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

　
問
管
理
職
員
が
大
部
分
男
性

で
申
請
者
が
女
性
と
な
り

申
請
が
し
に
く
い
の
で
は
。

答
申
請
が
電
子
決
裁
の
た
め

配
慮
で
き
て
い
る
。

【
賛
成
討
論
】

　

改
正
後
も
休
暇
取
得
状
況
を
調

査
し
、
不
十
分
な
部
分
は
改
正
す

る
な
ど
し
て
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
べ
き
。

令
和
２
年
度
の

　
　
　

補
正
予
算
９
件
を
審
査

職
員
の
不
妊
治
療
休
暇
制
度
の
新
設
や

土
採
取
条
例
の一
部
改
正
な
ど
に
つ
い
て
審
査

予 算 決 算 常 任 委 員 会

総 務 生 活 委 員 会
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● 

委
員
会
の
活
動 

●

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
給
水

条
例
改
正
案
及
び
市
道
路
線
の
認

定
と
変
更
の
３
議
案
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
29
号 

鹿
嶋
市
水
道
事

業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

市
の
行
政
手
続
き
に
お
い
て
押

印
を
原
則
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
押
印
に
係
る
規
定

を
削
除
す
る
も
の
。

問
国
の
方
針
に
合
わ
せ
て
、

押
印
廃
止
を
進
め
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
も
し
問
題
等
が

発
生
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
基
本
的
に
印
鑑
証
明
の
手

続
き
は
残
っ
て
お
り
、
財

産
関
係
等
重
要
な
内
容
に
つ
い
て

は
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。
ト
ラ

ブ
ル
等
が
予
想
さ
れ
な
い
極
め
て

軽
易
な
も
の
に
関
し
て
条
例
改
正

等
を
も
っ
て
見
直
し
を
進
め
て
い

る
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
議
案

５
件
と
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。主

な
質
疑

■
議
案
第
24
号　

鹿
嶋
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

第
８
期
（
令
和
３
～
５
年
度
）

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴

い
、
第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保

険
料
設
定
等
の
条
例
改
正
を
す
る

も
の
。

　
問
今
回
の
介
護
保
険
料
の
改

定
は
、
低
所
得
者
に
対
し

て
も
影
響
が
生
じ
る
の
か
。

答
（
所
得
段
階
ご
と
に
定
め

る
）
負
担
割
合
を
乗
じ
る

前
の
「
基
準
額
」
が
上
が
る
の
で
、

低
所
得
者
の
保
険
料
に
も
影
響
は

生
じ
る
。

問
鹿
行
管
内
で
の
比
較
に
お

い
て
、
当
市
の
介
護
保
険

料
の
水
準
は
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
介
護
保
険
関
連
議
案
と
陳
情
を
審
査

給
水
条
例
に
お
け
る
押
印
手
続
き
の
廃
止
、

市
道
路
線
の
認
定
・
変
更
に
つ
い
て
審
査

答
現
在
、
各
自
治
体
で
介
護

保
険
料
の
算
定
を
行
っ
て

い
る
最
中
で
あ
り
、
改
定
後
の
金

額
の
比
較
は
で
き
な
い
。
改
定
前

の
状
況
と
し
て
は
、
県
内
で
も
当

市
の
介
護
保
険
料
は
低
い
状
況
。

　
問
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

見
通
し
に
つ
い
て
。

答
引
き
続
き
高
齢
者
の
介
護

保
険
料
負
担
の
上
昇
を
抑

え
る
た
め
に
活
用
を
し
て
い
く
。

意
見
今
後
の
医
療
費
負
担
増
も

含
め
、
低
所
得
者
に
配
慮

し
た
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
審
査
し
た
全

て
の
議
案
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
、
ま
た
陳
情
第
１
号
は
採
択

と
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し

た
。

■
議
案
第
31
号 

市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て

　

宮
中
一
丁
目
地
内
の
都
市
再
生

整
備
計
画
に
基
づ
く
道
路
１
路
線

と
鉢
形
地
内
の
開
発
行
為
に
伴
う

道
路
４
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。

■
議
案
第
32
号 

市
道
路
線
の
変

更
に
つ
い
て

　

路
線
の
一
部
が
一
般
交
通
の
用

に
供
さ
れ
て
い
な
い
市
道
８
０
１

３
号
線
の
終
点
を
変
更
す
る
も
の
。

　

採
決
の
結
果
、
審
査
し
た
議
案

は
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会

議案第31号 番地先の表示

5695号線〔認定〕 宮中一丁目2257番1地先（起点）

8641号線〔認定〕 鉢形字鑰不入1496番63地先（起点）

8642号線〔認定〕 鉢形字鑰不入1496番44地先（起点）

8643号線〔認定〕 鉢形字鑰不入1496番29地先（起点）

8644号線〔認定〕 鉢形字鑰不入1496番77地先（起点）

議案第32号 番地先の表示

8013号線〔変更〕 宮中字萩原内224番地先（終点）
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　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。

Ｑ
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に

つ
い
て

栗
林
当
初
複
合
施
設
だ
っ
た
が
見

直
し
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
見
直
し
を
し
て
い
く
予
定

な
の
か
、
ま
た
、
今
こ
の
事
業
を
推
進

す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
な
の
か

伺
う
。

A
当
初
の
計
画
よ
り
約
10
億
円
の

削
減

市
長
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
新
た

な
整
備
方
針
と
し
て
歴
史
資

料
館
と
子
育
て
支
援
施
設
の
２
つ
の
施

設
に
分
け
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。

歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
は
新
仲
家
の
新

館
の
部
分
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
増

築
す
る
こ
と
で
費
用
削
減
を
図
る
内

容
。
市
民
交
流
館
部
分
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
育
て
支
援
機

能
を
併
せ
持
っ
た
子
育
て
支
援
施
設
と

し
て
整
備
を
し
て
い
く
。
関
鉄
跡
地
の

駐
車
場
整
備
事
業
や
市
道
改
良
事
業
は
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
実
施
す
る
。
今
回

の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
概
算
で
当

初
の
計
画
よ
り
約
10
億
円
の
削
減
を
見

込
ん
で
い
る
。

政
策
企

画
部
長
鹿
嶋
を
訪
れ
た
観
光
客
が
リ

ピ
ー
タ
ー
と
し
て
訪
れ
て
も

ら
え
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
対

策
と
し
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
の
各
事
業
を
現
段
階
か
ら
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
財
政
面
を
考
慮
し
て
も
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認

定
区
域
で
は
国
の
補
助
金
が
活
用
で
き
、

都
市
再
生
整
備
事
業
は
令
和
４
年
度

ま
で
、
暮
ら
し
・
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

は
令
和
６
年
度
ま
で
と
終
期
が
迫
っ
て

い
る
中
で
、
一
般
財
源
の
負
担
を
平
準

化
さ
せ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

Ｑ
市
内
の
経
済
対
策
は

栗
林
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
経
済

効
果
は
。
ま
た
、
感
染
収
束

後
、
お
得
感
の
あ
る
お
食
事
券
な
ど
、

飲
食
店
へ
の
支
援
は
考
え
て
い
た
だ
け

な
い
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
す
る

事
業
者
へ
の
支
援
を
検
討

緊
急
経
済
対

策
担
当
参
事

現
在
の
換
金
状
況
に
お
い

て
、
店
舗
の
事
業
別
と
し

て
は
、
大
型
店
な
ど
が
１
億
４
９
０
０

万
円
、
市
内
に
根
差
す
店
舗
に
つ
い
て

は
９
１
０
０
万
円
で
あ
り
、
専
用
券
を

設
け
た
目
的
は
一
定
程
度
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
の
支
援

策
と
し
て
は
、
議
員
提
案
の
食
事
券
を

有
効
な
施
策
の
一
つ
と
考
え
、
事
業
者

か
ら
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、
新
し
い
生

活
様
式
に
対
応
し
て
い
く
事
業
者
へ
の

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝40分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
公
共
交
通
機
能
利
便
性
に
つ
い
て

質
公
共
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て

質
高
齢
者
へ
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質問



2021 年 5 月 1 日
鹿嶋市議会だより15

Ｑ
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て小
池
全
校
生
徒
46
人
、
別
の
小
学

校
で
は
全
校
生
徒
66
人
の
学

校
が
あ
る
。
隣
の
潮
来
市
で
は
、
徳
島

小
学
校
が
廃
校
と
な
っ
て
お
り
、
行
方

市
で
は
、
４
つ
の
小
学
校
が
統
廃
合
と

な
り
１
つ
に
、
中
学
校
も
統
廃
合
と
な

り
１
つ
に
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
小
規
模

校
を
放
置
し
て
お
く
の
は
大
人
の
エ
ゴ

で
あ
る
と
考
え
る
。
統
廃
合
の
必
要
性

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
様
々
な
事
情
を
総
合
的
に
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る

教
育
長
児
童
数
１
０
０
人
以
下
の
小

学
校
は
今
後
５
年
間
、
入
学

者
の
急
激
な
減
少
は
見
ら
れ
ず
、
当
面

は
横
ば
い
が
続
く
と
見
込
ん
で
い
る
。

学
校
の
統
廃
合
を
検
討
す
る
場
合
、
多

様
な
交
通
手
段
の
導
入
に
伴
う
課
題
、

通
学
距
離
、
通
学
路
の
安
全
確
保
の
問

題
、
地
域
活
力
創
生
、
地
域
づ
く
り
の

問
題
、
公
民
館
活
動
、
地
域
活
動
の
問

題
等
、
様
々
な
事
情
を
総
合
的
に
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
校
統
合
の

適
否
を
検
討
す
る
上
で
は
、
直
接
の
受

益
者
で
あ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
声
、

将
来
の
受
益
者
で
あ
る
入
学
予
定
の
子

ど
も
の
保
護
者
の
声
な
ど
の
意
見
を
重

視
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
方
と
教
育
上

の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
を
含
め
た
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
十
分
な
理
解
や

協
力
を
得
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
何
が
一
番
よ
い
方
策
な
の
か
の

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
料
金
に
つ
い
て

小
池
鹿
嶋
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
料
金
は
、
全
国
的
に
最
も

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
野
か
ら
鹿

嶋
へ
来
る
と
き
、
片
道
が
１
０
０
０
円

と
な
り
、
往
復
で
２
０
０
０
円
と
な
る
。

鹿
島
地
区
と
大
野
地
区
に
分
け
る
の
で

は
な
く
、
５
０
０
円
で
統
一
し
て
利
用

者
を
増
や
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。A

他
の
公
共
交
通
機
関
に
与
え
る

影
響
が
大
き
い

政
策
企

画
部
長
市
内
に
は
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
以
外
に
も
公
共
交

通
機
関
が
あ
り
、
５
０
０
円
均
一
に
す

る
と
他
の
公
共
交
通
に
与
え
る
影
響
が

大
き
い
。現
時
点
で
は
、市
内
タ
ク
シ
ー

事
業
者
か
ら
も
理
解
が
得
ら
れ
て
お
ら

ず
、
運
賃
を
５
０
０
円
均
一
に
し
た
こ

と
で
、
万
が
一
市
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業

者
の
経
営
が
傾
く
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
自
体
の
運
行
も
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
予
約
時

間
の
締
め
切
り
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
事
業
者
と
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

小
こ

池
いけ

  みよ子
こ

 議員
〔発言時間＝40分〕
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Ｑ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
機
会
に

樋
口
環
境
フ
ェ
ア
を
通
じ
て
、
市

民
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
、

周
知
を
す
る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
会
場
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ
な
ど
を
取
り
入
れ
た

掲
示
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ゲ
ー
ム
、
企
業
の
取

組
や
小
中
学
校
の
発
表
、
講
師
を
招
い

て
の
講
演
会
や
コ
ー
ナ
ー
等
を
行
っ
て

み
て
は
ど
う
か
。
環
境
フ
ェ
ア
を
通
じ

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
よ
い
機
会
に
な
る

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
広
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
を
充

実
市
民
生

活
部
長
現
在
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
の
形
で
環
境

団
体
の
各
種
取
り
組
み
の
紹
介
を
し

て
い
る
。
ま
た
「
ガ
ラ
ス
の
地
球
を
救

え
」
の
ア
ニ
メ
上
映
も
行
っ
て
お
り
貸

し
出
し
も
し
て
い
る
。
今
後
は
全
国
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の

様
々
な
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
広
報
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
展
開
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
は

樋
口
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
脱

炭
素
社
会
へ
の
シ
フ
ト
は
資

源
環
境
や
都
市
交
通
網
の
整
備
な
ど
、

都
市
全
体
の
将
来
像
に
関
わ
る
課
題
。

関
東
甲
地
域
の
73
市
町
村
と
民
間
企

業
で
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
ゼ
ロ
を
宣
言
し
、
本
市
も
主
旨

に
賛
同
し
宣
言
を
し
た
。
市
は
温
暖
化

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

A
鹿
嶋
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定

中
市
民
生

活
部
長
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
や
庁
舎
照
明
や
防

犯
灯
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
職
員
の
マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
や
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
、
公
用
車
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
導
入
推
進
な
ど
を
検
討
す

る
。
さ
ら
に
市
民
の
皆
様
の
意
識
向
上

や
、
様
々
な
取
組
へ
の
強
化
を
図
る
た

め
に
、
現
在
策
定
中
で
あ
る
鹿
嶋
市
環

境
基
本
計
画
を
策
定
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
し
、
併
せ
て
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

Ｑ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
取
組
は

樋
口
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
取
組
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
担
い
手
を
育
む
教
育
を
推
進

教
育
長
来
年
度
は
市
内
の
小
中
学
校

の
全
児
童
を
対
象
に
廃
棄
物

を
通
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
環
境
の
学
習
を

実
施
す
る
。
15
分
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
セ

ミ
ナ
ー
を
２
か
月
に
１
回
程
度
発
信
し
、

子
ど
も
た
ち
の
興
味
、
関
心
を
引
き
出

す
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
に
配
布
さ
れ
る

端
末
を
家
庭
で
も
活
用
し
家
庭
教
育
の

展
開
も
図
る
。
教
育
委
員
会
と
学
校
が

同
じ
志
を
持
ち
、
市
内
全
校
で
持
続
可

能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
む
教

育
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

樋
ひ

口
ぐち

  富
ふ

士
じ

男
お

 議員
〔発言時間＝40分〕
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Ｑ
病
床
数
の
削
減
計
画
に
つ
い
て

川
井
政
府
は
４
２
４
か
所
の
公
的

病
院
の
統
廃
合
を
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
県
は
２
０

２
５
年
度
ま
で
に
全
体
で
５
０
０
０
床

減
ら
す
計
画
を
し
て
い
る
。
市
と
し
て

病
床
数
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
強
く
要

望
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

A
解
決
策
を
協
議

健
康
福

祉
部
長
第
７
次
保
健
医
療
計
画
中
の

地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
、

団
塊
の
世
代
が
２
０
２
５
年
に
後
期

高
齢
者
に
達
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
介

護
需
要
が
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

継
続
で
き
る
よ
う
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
医
療
介
護
提
供
体
制
の
構
築
を

す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
鹿
行
保
健
医

療
圏
に
お
け
る
地
域
医
療
構
想
で
は
、

今
後
大
幅
に
需
要
が
増
大
す
る
在
宅
医

療
や
介
護
も
視
野
に
入
れ
、
医
療
機
能

の
分
化
、
連
携
の
促
進
や
在
宅
医
療
の

充
実
を
目
指
し
て
お
り
、
現
状
の
改
善

に
向
け
て
地
域
医
療
構
想
会
議
等
で
解

決
策
を
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ
命
ま
で
自
助
で
よ
い
の
か

川
井
「
在
宅
も
強
化
す
る
」
と
の

答
弁
で
、
県
や
国
が
進
め
る

５
０
０
０
床
も
減
ら
す
計
画
に
対
し
て

し
っ
か
り
物
を
言
っ
て
い
け
る
の
か
。

「
命
ま
で
自
助
」
に
つ
い
て
本
当
に
こ

れ
で
よ
い
の
か
。

A
県
の
医
療
体
制
は
非
常
に
脆
弱

市
長
県
の
医
療
体
制
が
非
常
に
脆

弱
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
る
。
県
に
対
し
、
こ
の
地
域
全
体
と

し
て
は
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
さ
な
い
よ
う

に
と
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
放
射
能
汚
染
水
の
海
洋
放
出

に
つ
い
て

川
井
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、

福
島
第
一
原
発
の
放
射
能
汚

染
水
を
海
へ
放
出
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

農
業
、
漁
業
、
釣
り
船
な
ど
市
民
へ
の

影
響
も
あ
る
と
考
え
る
。
各
地
で
原
発

の
再
稼
働
が
続
く
今
だ
か
ら
こ
そ
、
市

と
し
て
毅
然
と
し
た
立
場
を
表
明
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

A
十
分
な
協
議
と
理
解
が
大
前
提

市
長
鹿
島
灘
漁
業
協
同
組
合
か
ら

海
洋
放
出
を
行
わ
な
い
よ
う

国
へ
働
き
か
け
を
求
め
る
要
請
書
が
市

に
提
出
さ
れ
、
市
で
は
直
接
東
京
電
力
、

ま
た
市
長
会
を
通
じ
て
、
海
洋
放
出
の

実
施
に
は
地
域
住
民
や
漁
業
関
係
者
と

の
十
分
な
協
議
と
理
解
が
大
前
提
に
な

る
と
国
に
要
請
を
し
て
い
る
。
今
後
に

お
い
て
も
漁
業
関
係
者
等
の
意
向
を
酌

ん
で
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制

度
の
活
用
は

舛
井
単
に
、
は
ま
な
す
公
園
と
卜

伝
の
郷
運
動
公
園
及
び
高
松

緑
地
公
園
を
一
体
管
理
運
営
（
バ
ン
ド

リ
ン
グ
）
す
る
だ
け
で
な
く
、
行
政
運

営
か
ら
自
治
体
経
営
に
目
を
向
け
て
、

民
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
と
、

公
園
の
魅
力
向
上
を
両
立
さ
せ
る
施

策
を
推
進
し
、
結
果
、
市
の
魅
力
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
賑
わ
い
づ
く
り
、

そ
し
て
市
の
収
入
増
加
に
つ
な
げ
て
い

く
べ
き
。
他
自
治
体
で
も
、
都
市
公
園

に
民
間
企
業
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
集
客
施
設

や
保
育
所
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
人
々
が
集
ま
る
施
設
が
徐
々
に

作
ら
れ
、
最
近
で
は
公
有
地
を
試
験
的

に
一
定
期
間
無
料
で
民
間
の
方
に
貸
し

出
す
こ
と
で
進
出
実
現
に
向
け
た
見
通

し
を
図
る
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
市

の
新
た
な
財
政
負
担
が
な
い
こ
と
を
原

則
と
し
た
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制

度
を
採
用
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
今
回

市
が
予
定
し
て
い
る
バ
ン
ド
リ
ン
グ
事

業
に
併
せ
、
こ
の
よ
う
な
事
業
も
検
討

し
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
か
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

A
今
後
調
査
研
究
を
進
め
た
い

政
策
企

画
部
長
ま
ず
は
、
こ
の
３
つ
の
公
園

に
つ
い
て
、
バ
ン
ド
リ
ン
グ

に
よ
る
都
市
公
園
の
一
体
管
理
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
回
の
結
果
等
を
考
慮
し
、
残
り

の
都
市
公
園
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
先
進
的
な

取
組
を
参
考
に
、
今
後
調
査
研
究
を
進

め
た
い
。

Ｑ
都
市
公
園
だ
け
で
な
く
公
共

施
設
全
体
で
は

舛
井
都
市
公
園
だ
け
で
な
く
、
公

共
施
設
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
民
間
提
案
制
度
も
採
用
し
、

民
間
活
力
の
利
用
を
含
め
た
自
治
体
経

営
に
つ
い
て
の
検
討
は
い
か
が
か
。

A
可
能
性
が
期
待
で
き
る

市
長
民
間
提
案
制
度
な
ど
に
よ
り

民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
や

資
金
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

新
た
な
集
客
の
掘
り
起
こ
し
や
賑
わ
い

づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
調

査
検
討
を
行
い
た
い
。

舛
井
鹿
嶋
市
は
新
た
な
雇
用
創
出
、

企
業
誘
致
等
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
今
回
の
よ
う
な
官
民
連

携
事
業
は
、
そ
の
一
助
に
な
る
も
の
。

民
間
活
力
を
存
分
に
活
用
し
て
、
魅
力

あ
る
施
策
と
な
り
、
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

で
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
か

つ
雇
用
の
増
加
等
、
市
の
財
政
面
に
優

位
に
働
く
綿
密
な
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

舛
ます

井
い

　明
あきひろ
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Ｑ
広
域
連
携
の
取
組
は

宇
田
現
状
で
の
広
域
連
携
と
し
て

の
取
組
み
状
況
と
今
後
取
り

組
む
べ
き
行
政
事
業
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

A
順
次
拡
大
し
て
い
き
た
い

政
策
企

画
部
長
一
部
事
務
組
合
の
ほ
か
、
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
係
る

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
協
議
会
な
ど
の
各
種
協

議
会
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
や
広
域
連
携
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
分
野
、
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
水
郷

三
都
の
取
組
な
ど
の
観
光
分
野
、
夜
間

小
児
救
急
診
療
所
、
あ
る
い
は
鹿
行
南

部
地
区
地
域
病
院
群
輪
番
制
な
ど
の

医
療
分
野
に
お
い
て
、
近
隣
市
や
県
内

自
治
体
と
連
携
し
て
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
将
来
の
取
組

に
つ
い
て
は
、
市
民
に
求
め
ら
れ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
広
域
化
で
取
り
組
む
こ

と
の
必
要
性
等
を
考
慮
し
、
順
次
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
神
栖
市
と
の
合
併
は

宇
田
市
長
は
、
鹿
島
地
域
が
一
体

と
な
る
た
め
、
地
域
を
リ
ー

ド
す
る
鹿
嶋
市
と
神
栖
市
が
鹿
島
開

発
の
理
念
に
立
ち
返
っ
て
合
併
す
べ
き

で
あ
る
と
５
年
前
の
一
般
質
問
に
お
い

て
答
弁
し
て
い
る
。
鹿
嶋
市
長
と
し
て

合
併
に
対
す
る
現
在
の
思
い
を
伺
う
。

A
次
の
時
代
を
見
据
え
進
め
る
べ

き
市
長
鹿
嶋
市
も
神
栖
市
も
次
の
時

代
を
見
据
え
て
、
自
治
体
合

併
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
合
併
は

相
手
側
の
自
治
体
の
事
情
も
あ
る
が
、

神
栖
市
長
に
は
打
診
済
み
で
あ
り
、
一

定
の
理
解
は
い
た
だ
い
て
い
る
。
市
民
、

議
員
、
様
々
な
階
層
で
鹿
嶋
の
思
い
を

伝
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
自
治
体
合
併

の
機
運
醸
成
が
つ
く
れ
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

Ｑ
産
業
支
援
政
策
に
つ
い
て

宇
田
今
後
の
自
治
体
に
お
け
る
鹿

島
臨
海
工
業
地
帯
を
含
め
た

産
業
支
援
政
策
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

A
強
化
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
施

政
策
企

画
部
長
立
地
企
業
を
は
じ
め
、
茨
城

県
、
鹿
嶋
・
神
栖
市
に
て
、

企
業
と
行
政
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ

き
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
た
鹿
島
臨
海

工
業
地
帯
競
争
力
強
化
プ
ラ
ン
に
沿
っ

た
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
、

携
帯
型
電
子
機
器
等
を
は
じ
め
と
し
た

新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
導
入
す
る
ス

マ
ー
ト
化
推
進
部
会
が
設
置
さ
れ
、
先

進
事
例
を
研
究
し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

検
討
等
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

本
市
経
済
を
支
え
て
い
く
、
こ
の
鹿
島

臨
海
工
業
地
帯
競
争
力
強
化
プ
ラ
ン
の

着
実
な
実
施
を
図
っ
て
い
く
。

宇
う

田
だ

  一
かず

男
お

 議員
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Ｑ
地
方
創
生
事
業
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
と
は

菅
谷
地
方
創
生
事
業
に
係
る
包
括

連
携
協
定
の
内
容
は
。
ま
た
、

市
が
描
く
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
イ
メ
ー

ジ
と
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
が

あ
れ
ば
紹
介
願
う
。

A
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
新
技
術
の
活
用

政
策
企

画
部
長
協
定
の
内
容
と
し
て
は
、
新

し
い
技
術
や
民
間
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
本
市
及
び
周
辺
地
域
の
課
題

解
決
を
図
る
と
い
う
も
の
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
都
市
の
抱
え
る

諸
課
題
に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
新
技
術

を
活
用
し
つ
つ
、
計
画
、
整
備
、
管
理
、

運
営
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
全

体
最
適
化
を
図
る
持
続
可
能
な
都
市

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
も
ス
マ
ー
ト
事

業
の
一
つ
で
あ
り
、
既
存
シ
ス
テ
ム
等

の
再
整
理
や
新
た
な
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
※
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
市
民
向
け
の
事
業
で
は
、
避
難

所
の
開
設
状
況
や
混
雑
状
況
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成
と
し
て
市
独
自
に
小
学
校
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

※
Ｒ
Ｐ
Ａ
…
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
。
反
復
す
る
事
務
作
業
や
定

型
業
務
な
ど
の
効
率
化
を
図
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ

ボ
ッ
ト
。

Ｑ
市
民
と
の
合
意
形
成
を
丁
寧
に

菅
谷
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
中
で
、

個
人
情
報
の
漏
洩
や
人
権
侵

害
な
ど
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
。
不

安
を
丁
寧
に
解
消
し
な
が
ら
進
め
る
必

要
が
あ
る
が
、
い
か
が
か
。

A
透
明
性
の
担
保
が
必
要

政
策
企

画
部
長
実
施
目
的
や
内
容
に
つ
い
て

透
明
性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
市
民
が
内
容
を
理
解
し
た

上
で
意
思
決
定
で
き
る
こ
と
が
必
須
で

あ
る
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
後
の
人
員
配
置
計

画菅
谷
台
風
や
震
災
な
ど
に
も
対
応

で
き
る
必
要
な
人
員
を
維
持

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
任
期
付
職
員

と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
職
員
化
を

図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
適
正
な
職
員
数
の
確
保
を
図
っ

て
い
く

総
務部

長
災
害
発
生
時
の
対
応
も
念
頭

に
置
き
、
そ
の
時
々
の
行
政

需
要
に
応
じ
た
組
織
体
制
の
確
立
に
努

め
て
い
く
。
任
期
付
職
員
に
つ
い
て
は
、

定
員
管
理
計
画
策
定
の
中
で
採
用
方
針

に
つ
い
て
整
理
し
、
職
員
の
適
正
な
配

置
に
加
え
、
高
ま
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。
会

計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
総
人

件
費
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
、
適

正
な
職
員
数
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

菅
すが

谷
や

 　毅
つよし

 議員
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Ｑ
市
の
借
地
に
つ
い
て

河
津
現
在
市
が
支
払
っ
て
い
る
借
地

料
に
つ
い
て
、
今
ま
で
の
支
払

い
総
額
は
。
ま
た
今
後
借
地
を
減
ら
し

て
い
く
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

A
買
収
確
保
が
望
ま
し
い

政
策
企

画
部
長
現
在
借
地
し
て
い
る
も
の
で

昭
和
42
年
度
以
降
の
支
払
い

総
額
と
し
て
は
33
億
４
５
５
８
万
３
０

０
０
円
。
金
額
が
大
き
い
施
設
と
し
て
、

市
役
所
が
53
年
間
で
総
額
約
３
億
８

０
０
０
万
円
、
卜
伝
の
郷
運
動
公
園
が

３
４
年
間
で
総
額
約
６
億
７
３
５
０
万

円
、
鹿
島
中
学
校
が
53
年
間
で
総
額
約

６
億
６
３
０
０
万
円
、
鹿
嶋
勤
労
文
化

会
館
が
35
年
間
で
総
額
６
億
８
５
０

０
万
円
の
支
出
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
用
地
確
保
に
つ
い
て
、

国
、
県
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
買

収
に
よ
り
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
財
政

支
援
を
要
望
し
て
は

河
津
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
中
止
ま
た

は
無
観
客
な
ど
、
運
営
上
に

大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
場
合
の
市
の
影

響
に
つ
い
て
、
国
や
東
京
都
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
な
ど
に
さ
ら
な
る
助
成

や
補
助
を
求
め
る
な
ど
、
予
算
の
少
な

い
一
地
方
自
治
体
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

協
力
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
無
駄
に
な

ら
な
い
よ
う
な
支
援
策
を
求
め
て
は
ど

う
か
、
市
の
考
え
を
伺
う

A
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く

政
策
企

画
部
長
金
銭
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
機
会
が
あ
る
た
び

に
組
織
委
員
会
、
茨
城
県
に
対
し
て
特

例
的
な
支
援
を
要
望
し
て
き
た
が
、
残

念
な
が
ら
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
も
継
続
し
て
茨
城
県
、
組
織
委
員

会
に
対
し
、
経
費
支
援
あ
る
い
は
補
助

金
等
の
要
望
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
高
校

生
・
大
学
生
へ
の
支
援
は

河
津
市
に
お
い
て
将
来
を
担
う
高

校
生
、
大
学
生
に
、
今
ど
う

い
っ
た
状
況
な
の
か
と
い
う
の
を
さ
ら

に
調
査
し
て
、
手
助
け
と
な
る
支
援
策

を
検
討
で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

A
市
内
の
生
活
環
境
の
維
持
を
優

先
政
策
企

画
部
長
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
大
学
生

等
に
対
し
、
市
内
に
住
む
親

御
さ
ん
な
ど
か
ら
生
活
状
況
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
学
費
負
担
を
軽
減
す
る

臨
時
の
奨
学
金
の
募
集
や
生
活
安
定
の

た
め
学
生
応
援
便
を
実
施
し
て
き
た
。

市
と
し
て
は
、
ま
ず
は
大
学
生
の
親
御

さ
ん
な
ど
が
市
内
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
を
維
持
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
優
先
し
て
い
き
、
そ
の
こ
と
が
間

接
的
に
大
学
生
の
救
済
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

河
かわ

津
つ

  　亨
とおる

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

小
松
﨑
市
民
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
、
上
下
水
道
、
道
路
が
あ

る
。
今
後
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

A
技
術
職
員
が
不
足

都
市
整

備
部
長
課
題
と
し
て
、安
全
安
心
な

上
下
水
道
事
業
、道
路
環
境

を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
確
保
は
も
と

よ
り
、既
存
施
設
の
維
持
管
理
や
災
害

時
の
応
急
対
応
等
に
携
わ
る
技
術
職
員

の
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
状

況
が
継
続
す
る
こ
と
で
行
政
運
営
の
支

障
に
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、人
事
担
当
と
と
も
に
対
策
を
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
学
校
施
設
の
維
持
管
理
に
つ

い
て

小
松
﨑
学
校
・
教
育
施
設
に
つ
い
て
、

市
立
幼
稚
園
、
保
育
園
の
維

持
管
理
つ
い
て
の
方
向
性
、
小
中
学
校

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
問
う
。

A
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
整
備
に

努
め
る

教
育部

長
老
朽
化
し
た
公
立
の
保
育
施

設
、
幼
稚
園
施
設
に
つ
い
て

は
、
方
針
の
と
お
り
統
合
を
含
め
た
各

施
設
の
再
配
置
を
行
い
、
施
設
の
更
新

を
図
り
な
が
ら
施
設
数
の
調
整
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
学
校
施

設
に
つ
い
て
は
、
策
定
を
予
定
し
て
い

る
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
基
に
、

大
規
模
改
造
工
事
と
併
せ
て
適
切
な
維

持
管
理
や
改
修
に
よ
り
施
設
設
備
の

長
寿
命
化
を
進
め
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

小
松
﨑
『
子
育
て
す
る
な
ら
鹿
嶋
市

で
』
と
標
榜
し
て
い
る
鹿
嶋

市
と
し
て
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
さ
ら
な
る
充
実
に
つ
な
げ
る

市
長
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
地
域
や
社

会
全
体
で
子
育
て
支
援
す
る
意
味
で
も
、

子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点

の
充
実
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
民
間
の
保
育

園
等
を
含
め
て
、
市
内
各
所
で
子
育
て

支
援
拠
点
を
開
設
し
て
い
る
が
、
豊
郷

地
区
に
あ
る
市
営
の
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
築
約
50
年
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
国
の
補
助
制
度
を
有
効
活
用
し
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
上
で
も
、
市

の
中
心
地
に
新
た
に
建
て
替
え
る
方
針

と
し
た
。
今
後
は
、
施
設
の
機
能
面
や

利
便
性
の
向
上
な
ど
を
含
め
、
さ
ら
な

る
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

小
こ

松
まつ

﨑
ざき

  敏
とし

紀
のり

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
に

つ
い
て

佐
藤
歴
史
資
料
館
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
市
街
地
に

作
る
と
街
が
活
性
化
す
る
と
言
う
が
、

そ
う
は
思
わ
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
市
民

セ
ン
タ
ー
は
利
用
者
が
多
い
が
、
に
ぎ

わ
っ
て
い
な
い
で
は
な
い
か
。

A
時
間
を
費
や
し
て
お
金
を
落
と
す

副
市
長
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
環
境
を

整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間

を
費
や
し
て
何
ら
か
の
お
金
を
落
と
し

て
い
く
と
い
う
考
え
方
を
し
て
い
る
。

佐
藤
駐
車
場
を
整
備
し
な
い
場
合

と
整
備
し
た
場
合
と
で
は
ど

れ
ほ
ど
経
済
効
果
が
見
込
め
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

政
策
企

画
部
長
市
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も

お
も
て
な
し
の
一
環
と
し
て

整
備
す
る
も
の
で
、
駐
車
場
整
備
単
体

で
の
経
済
効
果
を
求
め
て
い
な
い
。

佐
藤
市
営
駐
車
場
を
平
日
無
料
に

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
存

の
民
間
駐
車
場
の
経
営
に
は
影
響
す
る

の
で
は
な
い
か
。

政
策
企

画
部
長
駐
車
場
は
目
的
地
に
近
い
箇

所
か
ら
埋
ま
っ
て
い
く
傾
向

に
あ
る
の
で
、
既
存
の
民
間
駐
車
場
の

利
用
者
を
減
少
さ
せ
る
施
策
と
は
考
え

て
い
な
い
。

佐
藤
減
少
さ
せ
な
い
と
の
答
弁
は

後
を
引
く
と
思
う
。

Ｑ
駐
車
場
の
利
用
負
担
は

佐
藤
商
店
街
の
駐
車
場
の
利
用
料

の
負
担
。
市
内
の
他
の
地
区

で
商
売
を
し
て
い
る
方
々
や
実
際
に
駐

車
場
を
自
前
で
用
意
し
て
い
る
商
店
の

方
々
と
の
公
平
性
が
保
て
な
い
の
で
は

な
い
か
。
利
用
に
応
じ
て
対
象
の
商
店

に
負
担
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

A
想
定
し
て
い
な
い

政
策
企

画
部
長
商
店
か
ら
の
負
担
と
い
う
も

の
は
想
定
し
て
い
な
い
。

佐
藤
不
公
平
だ
。
全
く
負
担
を
し

な
い
で
恩
恵
だ
け
受
け
る
と

い
う
の
は
。
市
民
の
税
金
で
運
営
し
て

い
る
の
だ
か
ら
。
ど
う
し
て
あ
の
地
区

だ
け
と
い
う
声
が
非
常
に
根
強
い
。

Ｑ
子
育
て
支
援
施
設
に
つ
い
て

佐
藤
子
育
て
支
援
施
設
の
建
設
予

定
地
に
つ
い
て
、
ど
れ
だ
け

市
民
、
利
用
者
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た

も
の
な
の
か
。

A
附
帯
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
を

享
受

政
策
企

画
部
長
都
市
機
能
の
集
約
、
中
心
市

街
地
の
賑
わ
い
創
出
と
い
う

附
帯
的
な
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
も
享
受
で

き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
が
建
設
予

定
地
を
選
定
し
た
。

佐
藤
市
の
合
併
に
つ
い
て
の
話
も

出
た
が
、
合
併
で
不
要
に
な

る
公
共
施
設
の
利
用
も
検
討
し
て
い
く

べ
き
だ
。

佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
を

立
原
検
査
の
大
幅
な
拡
大
こ
そ
が

鹿
嶋
に
お
け
る
感
染
拡
大
を

阻
止
す
る
と
い
う
意
味
で
決
定
的
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
拡
大
を
強
く
求
め
た
い
。
鹿
嶋
の
介

護
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
大
事
な
と

こ
ろ
の
定
期
検
査
を
市
長
か
ら
県
に

対
し
強
く
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
か
。

A
今
の
体
制
を
充
実
さ
せ
た
い

市
長
市
は
今
ま
で
も
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な

ど
医
師
会
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

鹿
嶋
で
は
症
状
が
あ
る
等
必
要
に
応

じ
て
す
ぐ
検
査
す
る
体
制
を
取
っ
て
い

る
。
検
査
の
拡
大
が
で
き
れ
ば
一
番
良

い
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
地
元
は

地
元
で
今
ま
で
の
体
制
を
医
師
会
の
協

力
も
得
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

要
望
と
し
て
県
に
は
話
を
し
て
い
く
。

Ｑ
鹿
島
港
整
備
費
用
の
負
担
は

立
原
鹿
島
港
の
整
備
費
用
の
負
担

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
１
度
も

負
担
し
た
こ
と
は
な
い
。
現
状
、
鹿
島

港
の
維
持
管
理
費
が
大
き
く
か
か
っ
て

い
る
。
こ
の
負
担
と
い
う
の
が
今
ど
の

よ
う
な
話
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
す
で
に
負
担
は
し
て
い
る

経
済
振

興
部
長
平
成
18
年
度
か
ら
港
湾
整
備

費
用
の
一
部
に
つ
い
て
県
か

ら
負
担
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
応
じ
て

い
な
い
。
鹿
島
港
を
中
心
と
し
た
鹿
島

開
発
に
つ
い
て
、
地
元
は
土
地
を
提
供

し
て
お
り
、
こ
の
土
地
を
造
成
し
、
進

出
企
業
へ
の
売
却
益
で
創
設
さ
れ
た
鹿

島
特
別
会
計
な
ど
に
よ
り
港
湾
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
た
経
過
が
あ
る
。
市
と

し
て
は
整
備
費
の
一
部
を
既
に
負
担
し

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も
鹿

島
開
発
時
の
土
地
提
供
の
経
過
な
ど
を

踏
ま
え
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
平
井
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

立
原
平
井
東
部
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
変
更
の
内
容
は
。

市
の
財
政
負
担
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
伺
う
。

A
事
業
費
が
増
加

都
市
整

備
部
長
未
施
工
箇
所
の
詳
細
な
調
査

設
計
に
よ
る
宅
地
造
成
費
の

増
加
に
加
え
、
宅
地
や
境
界
等
の
震
災

復
旧
費
、
資
材
費
や
人
件
費
の
高
騰
、

そ
の
他
消
費
税
増
税
に
伴
う
経
費
の
増

加
等
に
起
因
す
る
工
事
費
の
増
加
な
ど
、

事
業
費
が
３
億
１
３
０
０
万
円
増
加
す

る
も
の
。
こ
の
こ
と
に
伴
い
、
収
入
財

源
を
精
査
し
た
結
果
、
３
億
２
５
０
０

万
円
を
一
般
会
計
に
繰
り
戻
す
予
定
で

あ
っ
た
保
留
地
処
分
金
か
ら
事
業
費
に

充
当
す
る
必
要
が
生
じ
、
16
億
３
９
６

０
万
円
全
額
を
一
般
会
計
に
戻
す
こ
と

が
困
難
な
計
画
と
な
っ
た
。

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝60分〕
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　決議新型コロナウイルス感染症に関する
差別や偏見、誹謗中傷をなくし、
市民の笑顔あふれるまちを実現する
ための決議
　首都圏の１都３県にだされていた緊急事態宣言は解除されたが、新型コロナウイルスの変異
株による感染が拡大している。一方で、ワクチン接種が順次行われる予定だが、16歳以下は接
種しない方向性が出されている。新型コロナウイルス感染症は、未だ終息の兆しが見えず、本
市においても、新しい生活様式を踏まえ、三密の回避や手洗いの励行など、各種の感染予防策
を講じているものの、市民は日々不安を抱えながら日常生活を送っている。
　そのような中、新型コロナウイルス感染症に関連する不安から生ずる差別や誹謗中傷が問題
になっている。感染症患者や感染経路を特定しようとする動き、憶測による誤った情報の拡散、
職業差別や偏見、誹謗中傷、いじめ等が全国的にも伝えられているが、こうした人権侵害は決
してあってはならないものである。
　また、新型コロナウイルス感染症は、いくら感染予防に努めても完全に回避することは難しく、
誰もが感染者や濃厚接触者となる可能性がある。だからこそ、市民一人一人の思いやりと冷静
な行動が、市民生活を守ることにつながる。感染症患者やクラスター発生源、それらにかかわ
る医療従事者や職員及びその家族等を責めることなく、社会全体として感染拡大防止に取り組
まなければならない。
　よって本市議会は、鹿嶋市民憲章にも「お互いの立場を尊重し　思いやりの心で住みよいま
ちにしよう」とあるように、感染症に関する差別や偏見、誹謗中傷などを絶対に許さず、すべて
の市民が互いの人権を尊重し、安心して笑顔溢れる暮らしが送れるよう、下記のとおり決議する。

記

１.新型コロナウイルス感染症をはじめとする、ウイルス等感染者とその家族及び接触者に対し
て、いわれなき偏見や差別、誹謗中傷により、それらの方が住みづらくなるような言動を絶
対に許さない。

２.医療関係者をはじめとするエッセンシャルワーカー、同感染者と関係する仕事に従事される
方々に敬意を払い、感染拡大防止に奮闘するすべての事業者の皆さんに感謝するとともに、
これらの方々の支援に協力する。

３.根拠のない噂話に惑わされたり、差別や偏見につながるような情報の拡散は行わないととも
に、差別や偏見を助長するような言動には異を唱える。

　　　令和３年３月24日
鹿　嶋　市　議　会

全員賛成で決議しました！
決

議
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樋
口
富
士
男

　
今
回
は
鹿
嶋
市
の
少
年
野
球
の
活

動
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
さ
ん
と
鹿
島
ベ

ア
ー
ズ
さ
ん
の
2
チ
ー
ム
同
時
に
取

材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
監
督
や
コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
子
ど
も
た
ち
に
野
球
を

教
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
応

え
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
は
球
場
に

響
き
渡
る
よ
う
な
大
き
な
声
で
試
合

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
現
状
は
試
合
が
で
き
る
ぎ
り
ぎ
り

の
メ
ン
バ
ー
し
か
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持

ち
の
よ
い
挨
拶
と
掛
け
声
を
聞
い
て

い
る
と
、
鹿
嶋
市
の
将
来
も
希
望
に

満
ち
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

小　

池　

み
よ
子

副
委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

委　
　

員　
　

菅　

谷　
　

 　
毅

委　
　

員　
　

川　

井　

宏　

子

委　
　

員　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

舛　

井　

明　

宏
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─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─
きかせて！あなたの夢

平
井
中
学
校
３
年
生

平
井
中
学
校
３
年
生

寺寺て
ら
も
と

て
ら
も
と本　本　

有有あ
り
さ
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高
齢
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と
関
わ
り
た
い

　

私
の
夢
は
看
護
師
の
資
格

を
取
っ
て
老
人
ホ
ー
ム
で
働

く
こ
と
で
す
。
今
は
亡
き
祖

母
が
病
気
で
入
院
し
た
と
き

に
看
護
師
さ
ん
と
接
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
こ

で
私
は
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ら

高
齢
者
と
関
わ
り
お
手
伝
い

で
き
る
と
思
い
志
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
困
難

が
多
い
中
、
看
護
師
さ
ん
た

ち
が
素
早
く
対
応
す
る
と
こ

ろ
を
見
て
、
さ
ら
に
強
く
こ

の
職
業
に
就
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

部
活
動
は
小
学
生
か
ら
続

け
て
い
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

生
徒
会
で
は
新
１
年
生
が
早

く
学
校
生
活
に
慣
れ
る
よ
う

に
動
画
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
み
ん

な
が
過
ご
し
や
す
い
よ
う
に
、

校
則
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

　

鹿
嶋
市
の
魅
力
の
ひ
と

つ
は
住
み
や
す
い
気
候
で
す
。

ほ
し
い
施
設
は
、
古
き
良
き

時
代
の
落
ち
着
い
た
純
喫
茶

の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
夢
を
持
つ
こ
と
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
深

く
「
な
ぜ
そ
れ
が
夢
な
の
か
」

「
そ
の
先
に
何
を
し
た
い
の

か
」
に
つ
い
て
自
分
の
言
葉

で
話
す
寺
本
さ
ん
は
本
当
に

素
敵
な
方
で
し
た
。
た
く
さ

ん
の
経
験
を
重
ね
て
、
夢
の

実
現
の
た
め
幅
広
い
分
野
で

活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
菅
谷
・
川
井
）

　市内外からのスポーツ施設利用者や滞在者、
また、観光客のおもてなしの拠点として民間事
業者により整備が進められている「鹿島の里」
の整備状況などを把握するため、整備中の鹿島
の里（沼尾・林・田野辺地区）の現地視察を行
いました。事業者から概要説明を受けた後、各
エリアに赴き、
整備状況や完成
イメージなどに
ついて丁寧に説
明していただき
ました。　

シトラスリボンプロジェクト
に賛同しています

３月４日（木）、鹿島の里事業
の現地視察を行いました

　新型コロナウイルス感染者への差別や偏見のない
優しい地域にしていきたいという思いでスタートし
た、愛媛県発のシトラスリボンプロジェクトに賛同し、
３月定例会から各議員がそれぞれシトラス色のリボ
ンを着用し、会議に臨んでいます。また、鹿嶋市議
会では新型コロナウイルス感染症に係る差別や偏見
を許さないという趣旨の決議
を定例会において全会一致で
可決しています。詳細は25
ページをご覧ください。

６月３日（木）次回定例会の
開会予定は
６/ 3（木） 本会議・開会

　　8（火）
9（水）

10（木）
本会議・一般質問
※10日は予備日

11（金） 本会議・質疑、委員会付託、
予算決算常任委員会

15（火） 常任委員会

17（木） 本会議・委員長報告、討論、
採決、閉会

※変更の場合があります。詳細はＨＰでお知らせします。
　https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/19gikai/

▶︎３つの輪は「地域」「家庭」
「職場（学校）」を表している


